
社会　第３学年　市の様子

授業の設計図

元にした物：小学校学習指導要領（平成29年告示）の原文と、国立教育政策研究所の学習評価の参考資料。教科書の本文・

問題・挿絵は入れていません（先生が入れる欄）。教育出版の年間指導計画にある「市の様子」に対応した独自案。教材本

文・挿絵・問題文は転載していない。

この単元で子どもが最後にできるようになること

本案で見るのは、児童が「市の中では、場所によって土地の使われ方がどう違うだろうか」に対し、資料

の事実と考えを区別して答えられるかである。市の様子は地形や土地利用、交通、公共施設などに特色が

あるというまとめを暗唱できるだけでは、本時の目標に届いたとは判断しない。市の地図と写真を位置で

対応させ、住宅・商業・農地などの分布を比べる。学校の周りの観察と市全体の資料を区別し、地域ごと

の特色を説明する。根拠の指し示し方や説明の修正を見ることで、教師は次に何を確かめればよいかを判

断できる。

学習指導要領のどこに書いてあるか（原文）

学習指導要領の項目 原文

〔第3学年〕(1) (1) 身近な地域や市区町村（以下第２章第２節において「市」という。）の様子

について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。

〔第3学年〕(1)ア(ｱ) (ｱ) 身近な地域や自分たちの市の様子を大まかに理解すること。

〔第3学年〕(1)ア(ｲ) (ｲ) 観察・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図などにまとめる

こと。

〔第3学年〕(1)イ(ｱ) (ｱ) 都道府県内における市の位置，市の地形や土地利用，交通の広がり，市役

所など主な公共施設の場所と働き，古くから残る建造物の分布などに着目し

て，身近な地域や市の様子を捉え，場所による違いを考え，表現すること。

単元の目標

市の様子は地形や土地利用、交通、公共施設などに特色があることを理解し、地図・写真・統計・説明資

料と調査記録を扱う技能を身に付ける。「市の中では、場所によって土地の使われ方がどう違うだろうか」

を追究し、根拠を基に考えを表す。自分の記録を見直し、分からないことを確かめながら学習に取り組

む。（(1)）

評価規準（3観点）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①市の様子は地形や土地利用、交

通、公共施設などに特色があること

を理解している。

②地図・写真・統計・説明資料と調

査記録について、対象、条件や時

期、調べて分かったことを区別して

記録している。

①「市の中では、場所によって土地

の使われ方がどう違うだろうか」に

ついて、比較した資料や記録から根

拠を選び、事実と自分の考えを区別

して説明している。

①市の様子の学習で生じた疑問につ

いて、自分の記録や友達の考えを基

に調べ方や説明を見直し、解決しよ

うとしている。



単元の流れ

教育出版の年間指導計画の配当「10」を参照。全10時間は公式資料に掲載された基本配当。以下の各次への配分と本時の位

置は本資料の授業案であり、出版社の授業配当の転載ではない。学校の年間計画と観察・調査の進み方で調整する。 公式年

間順序から編集上の1学期対応候補。公式指定ではない。

次 時 学習活動 評価規準（評価方法）

第1次 1〜3 ○学校周辺から市全体の問いを立てる。 知①・知②（記録・活動の観察）

第2次 4〜6 ○地形と交通を地図で読む。 知①・知②（記録・活動の観察）

第3次 7〜8 ○土地利用と施設の分布を比べる。 知①・知②（活動の観察・記録）

第4次 9〜10

（本時

を含

む）

○市の特色を地図にまとめる。

○記録を根拠に、中心の問いへの自分の説明を確かめ直す。

思①（記録を用いた説明）・態①

（説明を見直す過程）



本時の案

本時の目標：「市の中では、場所によって土地の使われ方がどう違うだろうか」について、資料や記録のど

の事実を根拠にしたかを示し、自分の考えを説明できる。

段階 学習活動（○主な発問）

・予想される児童の反応

指導上の留意点（◎評価）

導入

（　分）

○本時で使う記録を見て、問い「市の中では、場所によっ

て土地の使われ方がどう違うだろうか」を確かめる。

【めあて】根拠の記録を示して、自分の説明を確かめ直

そう。

○一人で今の考えと、確かめたい点を書く。

〈予想される児童の反応〉

・この記録を使って、自分の考えを説明したい。

・前の考えと合わないところがある。

・答えを先に示さず、児童がどの記録を

根拠にしたかを尋ねる。

・安全な見学計画を立て、見学できない

範囲は自治体資料を使う。

展開

（　分）

○これまでに調べた資料を使って、次の比較と整理を行

う。市の地図と写真を位置で対応させ、住宅・商業・農地

などの分布を比べる。学校の周りの観察と市全体の資料を

区別し、地域ごとの特色を説明する。

○「どの部分を比べて、そう考えましたか」

○根拠の箇所を指し示して説明し、相手の説明との違いを

聞く。

○資料から分かることと、まだ分からないことを分けて書

き直す。

〈予想される児童の反応〉

・駅の近くと山の近くでは、土地の使われ方が違う。

・この記録のここが、そう考えた根拠になる。

・一地区の写真を市全体の特徴とする場

合、別地区の写真と地図を示す。地図記

号の数だけで建物の実数を決めない。

・結果に合わない意見も記録へ戻る材料

として取り上げ、発言した児童を責めな

い。

・比較が難しい児童には記録の対応する

箇所を指し示し、まず事実を口頭で説明

させる。

◎思① 「市の中では、場所によって土地

の使われ方がどう違うだろうか」につい

て、比較した資料や記録から根拠を選

び、事実と自分の考えを区別して説明し

ている。（個人の記録と説明、交流後の修

正理由から見取る。）

まとめ

（　分）

○本時の問いへの答えを、根拠となる資料の事実とともに

書く。

【まとめ】市の様子は地形や土地利用、交通、公共施設

などに特色がある。

○最初の考えから変わったことと、まだ調べたいことを記

録する。

〈予想される児童の反応〉

・最初の説明に、根拠にした記録を書き足せた。

・まだ確かめていないところは、次の問いとして残した。

・まとめは得られた記録の範囲に限定す

る。予定どおりの結果が出なければ条件

と方法を見直し、実測結果を作り替えな

い。

・振り返りで分かった支援の必要な点は

次時の活動に反映する。

◎知①（まとめの説明）／態①（記録を

見直す過程。発言回数や文章量だけで判

断しない。）



板書の構造

上段に問い「市の中では、場所によって土地の使われ方がどう違うだろうか」。左に児童の最初の考え、中

央に根拠として選んだ記録や資料、右に確かめ直した説明を置く。記録には対象・条件・時期を添え、同

じ観点で比較する。下段のまとめは「市の様子は地形や土地利用、交通、公共施設などに特色がある」。確

認できた事実と残った疑問を別欄にし、実測していないことを書き足さない。

つまずきやすい所と手当て

一地区の写真を市全体の特徴とする場合、別地区の写真と地図を示す。地図記号の数だけで建物の実数を

決めない。

準備するのは、学級で使う実物や資料と、対象・条件・時期を対応させて残せる記録用紙である。教師は

事前に資料の出典や器具の働きを確かめ、児童に渡す記録と教師の説明を区別する。安全な見学計画を立

て、見学できない範囲は自治体資料を使う。

本時の評価で説明と根拠が結び付かない場合は、言葉を追加して教え込む前に、比べる対象がそろってい

るかを見直す。口頭では説明できるが記述が難しい場合は、図と指差しも証拠として残す。

プリントの案

市の様子の問いと記録

上段は「調べたいこと」と「最初の考え・理由」。中央は対象、条件・時期、分かった事実、確かめた方法の欄。

市の地図と写真を位置で対応させ、住宅・商業・農地などの分布を比べる。学校の周りの観察と市全体の資料を区

別し、地域ごとの特色を説明する。 下段に事実から考えた説明と残った疑問を書く。教材本文・写真は印刷せ

ず、利用できる実物や公的資料の出典を書き入れる。

説明を確かめ直すカード

問い「市の中では、場所によって土地の使われ方がどう違うだろうか」への自分の答え、根拠の記録、友達の説明

との共通点・相違点、修正した箇所と理由の欄を設ける。修正しない場合も根拠を確認した理由を書く。文字を書

く代わりに図や口頭説明の記録も使える。

出典：小学校学習指導要領（平成29年告示）。本文は取得済みの文部科学省表V1.2と照合。

（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm）／国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のため

の学習評価に関する参考資料 小学校社会。評価の観点と記録を用いる考え方を参照。事例の文章は転載していない。

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_shakai.pdf）／教育出版年間指導計画。単元名・配当時

数・掲載時期の出典。（https://www.kyoiku-

shuppan.co.jp/textbook/shou/shakai/files/r6shakai3_nenkeihyouka_2504.pdf）

AIが作成した授業案です。授業での検証は未実施です。自校の教材・年間計画・学級の実態に合わせて確認してください。

Threads「三重でAI使うなら」（@mie_ai_katsuyo）

https://www.threads.com/@mie_ai_katsuyo

LINEオープンチャット
みえ先生ラボ

https://line.me/ti/g2/it19gMw8pq4H3PEvMrOm-0B9q-2-MKCZJ1QrUg?utm_source=invitation&utm_medium=QR_code&utm_campaign=default

